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＜連絡事項＞

· 今年度より、学術研究発表会を「青仁会医療福祉学会」と名称変更しています。

· H20年度の職員旅行アンケートの締め切りが10/31（金）までとなっていますので、入力をしていないスタッフは入力を行って下さい。
· 患者様調査作成については藤原SGMが作成し、提出していく事となっています。
· 11/3（月）当日の動きについてタイムスケジュールを作成しています。各自でスケジュール確認を行って下さい。リハプロは病棟ごとになっていますので、担当スタッフは周知お願いします。
· また、学術特別講演が１３：００～１３：５０
　　　場所：青南病院　４階　メモリアルホールにて行われます。
特別講演につきまして、『法人研修扱い』となりますので、留守番業務で残る方・　　

深夜明けの方・15時､16時からの勤務の方以外は出席してください。
当日の出席確認を行いますので、H20教育委員会⇒法人研修⇒特別講演⇒出席表はこちらに出席の有無・勤務を入力してくださるよう宜しくお願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 駒木　洋士様～担当医不在の為、田名部Drより外泊許可を頂いています。

日時は10/29（水）8：50～10/30（木）17：00までとなっています。出棟の際は服薬確認・説明を行いっていきましょう。

・清川　厚子様～10/26（日）から外泊へ行かれており、異常連絡はありません。帰院の際は外泊時の様子（日課や体重・食事管理）についてと、前回の外泊で、間食状況の用紙を未記入で持参されています。きちんと記入できているかも確認していきましょう。

　　　　　　　　頭皮ケアについて病院では毎日の洗髪をし、決まった曜日での入浴をする様指導し、本人も実施出来ていますが、自宅ではどうだったのか頭皮・皮膚状態の観察とあわせて本人へ確認して行く必要がありますので担当スタッフは振り返りと共に行って下さい。

※外出・泊の出棟前に患者様との話し合い（外出訓練の目的等）を行い退院に繋げ

られる様な関わりをしていきましょう。

＜週間予定＞

· 10/28（火）：稲垣　恵利子様　心理検査（9：30～）
· 10/29（水）：リネン交換（シーツ・枕・毛布）
　　　　　　　　　　松尾歯科受診（10：00～）　浅野　秀子様・日向端　庸男様

　　　　　　　　　　布施　邦雄様　外泊予定（10/29　10：00～10/30　15：30）

· 10/30（木）：皮膚科診察
· 10/31（金）：院内歯科　三上　勇様・吉田　富秋様
　　　　　　　　　　モップ出し・ポット洗浄

· 11/1（土）　：深夜で月始めの仕事（精神療法・外出・泊の確認・臨時薬の書き写し等）

　　　　　　　　　　大上　なみ様の婦人科診察依頼・日時の確認を小坂Ｄｒへ行う。

　
＜リハビリテーションプログラム内容・経過報告＞

· リハプロの実施状況について意見が聞かれています。

①リハプロに付くスタッフが少なく、合同で行う事が多くなってきています。

②2グループに分けていますが意味がなくなってしまうのではないか。また、合同で実施する

事によって時間が持たない。との意見がきかれています。担当スタッフは検討会での報告

をお願いします。

＜クリスマス会の担当より＞

・クリスマス会実施にあたり、以下についての意見を確認しています。

1 演芸会の鑑賞を拒否する患者様・移動の困難な患者様に関して、どのように誘導し参加させたらいいのか。

→クリスマス会の目的に則り必ず参加させるか否か決めればいいのではないか。

患者様個人の特徴を知らないと声掛け誘導が出来づらいのではないのか？

プログラムの一貫である事を患者様に伝え参加して頂く必要があるのでは？

病棟での誘導体勢だと思うが？

2 演芸会の出し物（患者様）について、リハプロＡ／Ｂグループ別の出し物か希望の患者様のみで行うか。　

→病棟ごとのリハプログループでは人数の違いがあるのではないか。

→集まり練習をする時間がないのではないか。調整が難しい。（希望者のみ）

→患者様全員が1年間のプログラムを行った成果の結果を発表する必要があると思う。

次回のクリスマス会検討会にて報告していく事とします。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

・高橋　幸雄様～北病棟転入後、初めての外泊へ行かれています。出棟前に間食について

の指導・説明をおこなっていますが、帰院された際に「食べ過ぎた」と話して

いますが体重の変動は少なく、外泊時は自宅周辺５km走っているとの事。

入院前の食事量を現在と比較しても急激な量の変化ではない事。体重の

増加は間食と運動量のバランスがとれていないことが考えられ、本人も納

得されています。また、外泊目的のリンゴ収穫は出来ず、家事手伝いを何

もして来なかったとはなしていますが、外泊訓連の目的にていて説明・指導

に対し、理解出来て「次からは気を付けます」との返答聞かれています｡毎

週、外泊に行かれている患者様ですので目標の設定と、御家族への説明・

協力依頼を担当スタッフは行って下さい。

また、単独外出に向けて10/27（月）から外出範囲・時間等の説明を開始

しています。交通ルールの面で周囲が暗いせいもあってか信号機の見落と

しがあり、介入しています。10/28（火）も外出訓練をスタッフ付き添いにて

実施して頂き、10/29（水）の主治医診察時に情報提供行い単独外出許

可を頂く予定としています。来週には服薬自己管理の導入を目指してお

り、今週の外泊時に服薬ボード購入して頂く事としています。

・清水頭　翼様～北病棟転入してから、日課や保清面・身だしなみへの介入・指導行い、少しずつ改善されつつあります。

対人交流面では自らの話し掛けも無く、返答は一言・二言といっ

た状態です。今後、スタッフからの話し掛けをふやし、共に運動

を行う・運動へ誘う（バスケット）といった方法をとりながら、コミュニケーシ

ョンの方法を伝え、指導して行きましょう。

















































